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はじめに 

 

スロヴィンツ語 (Slovincian) のアクセントの詳しい研究は、スラヴ語派の韻律

構造の発展に関する理解に役に立つ。しかしこの死語になった言語の詳細な研

究はあまり積極的になされなかった。その主な原因の一つとして、これを詳細

に記述した唯一の文法 (Lorentz 1903) が、あまりにも複雑な音声表記と独自の

専門術語を用いていることによって、研究者には近づきがたかったことが挙げ

られよう。本論ではこの言語のアクセント特徴（特にアクセントパラダイム）

をスラヴ祖語のそれと比較し、スロヴィンツ語のアクセントパラダイム b の語

はこの言語の二次的な発達であることを示した。 
 

1. スロヴィンツ語の状態 

 

スロヴィンツ語は、ポーランドのバルト海沿岸の一地域で用いられていた。第

二次世界大戦以前はドイツの西プロイセンに属していた。スロヴィンツの住民

はバルト海やウェブスコ湖やガルドノ湖で漁をし、Kluki という村がスロヴィ

ンツ人の拠点の一つであった。現代その地方はスロヴィンツ国立公園とスロヴ

ィンツ野外博物館になっている。 
西スラヴ語群に属するスロヴィンツ語は、20 世紀半ばに死語になった。スロヴ

ィンツ語は、ポーランド語・カシューブ語 (Kashubian)・ポラーブ語(Polabian)
とともにレヒト諸語 (the Lechitic group)を構成する。しかし、スロヴィンツ語が

レヒト諸語の中のどの言語に帰属するかについては、一部の言語学者から疑問

視されている。Дуличенко (2005) によれば、スロヴィンツ語はカシューブ語の

方言のひとつと見られている。この言語の最初の、そして最大の研究者の一人

である F. Lorentz は、スロヴィンツ語はカシューブ語から分離している言語だ

と述べている (Lorentz 1903: 8-10)。しかし、Lorentz は、後の論文では、スロヴ

ィンツ語をカシューブ語の多数の方言のひとつだと考えている(Lorentz 1927: 
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恐らく、スラヴ祖語との母音の量の関連から導き出された、上のアクセント特

徴は、学者らによって次のような母音の「階梯 Stufe」特徴によって特徴づけ

られている。Mikkola は、母音の性質によって、アキュートと引き伸ばし音調

の使用には法則があると見做した：アキュートは長母音の特徴を、引き伸ばし

音調は短母音の特徴をもつ。Mikkola (1899: 45) は、これをスロヴィンツ語にお

けるアプラウトの「上昇（gesteigert）」と「中立（indifferent）」の階梯と呼んで

いる。他方、Lorentz (1903:35) はその母音を「長音階梯（Langstufenvokal）」と

「短音階梯 (Kurzstufenvokal)」と呼び、「スロヴィンツ語の最初の発達の際に、

スラブ祖語の各母音は量的な本質を特徴とした。つまり長音や短音などであっ

た。後に量的な区別は質的な区別に発展した」と述べている」(Lorentz 1903:35)。 
東スラヴ語群及び南スラヴ語群と違って、西スラヴ語群は固定アクセントを特

徴としている。つまり、チェコ語やスロヴァキア語やソルブ語などは語頭アク

セント、ポーランド語は次末音節アクセントを特徴としている。スロヴィンツ

語以外では、カシューブ語の方言には、語頭アクセント又は語末音節アクセン

トがある (Дуличенко2005: 389)。チェコ語はスラヴ祖語の音調に関係する。そ

こでは、古代の circumflex は短母音として反映される。Acute の痕跡は長音とし

て現れる。例： Cz. rána（怪我）、 síla（力）、 cf. što 方言 rȁna, sȉla, Cz. chvála (賞
賛), cf. R. хвалá. スロヴァキア語では、acute が短母音として現れる (Sl. rana, 
sila, dym, klin)。西スラヴ語における固定アクセントの発展は、母音伸長のため

のアクセントパラダイムの再分配に関係があるように思われる。その母音伸長

は弱化母音の消失のために起こった。レヒト語の長音は古代ポーランド語 
(14-16 世紀) の写本に記録されており、古代ポーランド語ではスラヴ祖語の移

動アクセントが保存された (Булаховский 1983: 13-14)。アクセントを示すため

に Lorentz (1903: 15) は以下の記号を用いる。 
１． ˆ アキュートの３モーラの超長音。例：řė̂kă, šï̂bă 。 
２． ˊ アキュートの 2 モーラの長音。例：řė́ḱ, rḯb 。 
３． ˜ 引き伸ばし音調の２モーラの長音。例：lãvă, stȧń̃ă 。 
４． ˵ アキュートの 1 モーラの短音。例：ščȍu̯, darȍu̯l 。 
５． ˋ 引き伸ばし音調の 1 モーラの短音。例：vòu̯nă, lä̀pă 。 
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15)。J. Mikkola (1899: 43-58) と Д. Бубрих (1924: 8-9) もこれと同意見である。

さらに学術文献では、カシューブ語とスロヴィンツ語を示すために「ポメラニ

ア語」という用語も使われてもいる。例えば、А. Гильфердинг (1859)、S. Ramułt 
(1893)、Lorentz (1925, 1927) がこの用語を使っている。 
 

2. スロヴィンツ語のアクセントの性質 

 

アクセントに関してスロヴィンツ語は、カシューブ語方言だけではなく、他の

西スラヴ語群の言語に対立する。スロヴィンツ語の大きな特徴は、他の西スラ

ヴ語が固定アクセントであるのに対して、この言語が移動アクセントをもつこ

とである。もう一つの大きな特徴は、この言語は音調 ton を有することである

（他の西スラヴ語にはこの特徴はない）。したがって、スロヴィンツ語はピッチ

アクセント (pitch accent) 言語の一つであった。このピッチアクセントは、現代

スラヴ語の中の南スラヴ語群、即ち、スロベニア語、セルビア語、クロアチア

語が保存したものと同種のものである。これらの諸言語と同様にスロヴィンツ

語は各音節で強勢アクセントだけではなく、高低アクセントも見つかる。

Lorentz (1903: 168) によれば、意味の分別機能にとって、強勢アクセントが音

調より重要だという。 
スロヴィンツ語の音調には、「アキュート」と「引き伸ばし音調」の二つの種類

がある。アキュート（scharfer Ton）は Lorentz によれば、落ちるアクセントと

指定される。長母音のアキュートは、Lorentz によれば、低地ドイツ語の hūs, gōs
やリトアニア語のアキュート（リトアニア語の acute は下降音調を特徴とする）

に比較される。1  Lorentz (1903: 169) によれば、アキュートの発音は以下のよ

うである：声は最初から張力がある。音調は最初に上げって、少しづつ下がる。

音節末に流音や鼻音や[v]がある場合、その音声は母音と同様の音調を有する。

本来の長音[å], [ė], [ï], [ȯ], [ʉ̇] や[ai̯], [au̯]の二重母音、本来の短音 ъl, ьl 由来の 
[оi̯], [ou̯] の二重母音にはアキュートをもつことができる。 
引き伸ばし音調 (dehnender Ton) は強勢に関して二つの頂点の内、第 1 番目の

頂点は第 2 番目の頂点より強い。Lorentz (1903: 169) によれば、アクセントの

強さは最初に現れて、少し衰えて、それから増す、とされる。音調に関しては、

このアクセントの前頂点は後頂点より高い。 Lorentz は、リトアニア語の

circumflex 音調（上昇音調）や低地ドイツ語の gös, müs とは比較できないと断

言している。引き伸ばし音調は音節末の子音だけではなく、次の音節の最初の

子音も前の音節の音調の影響を受けるということが、アキュートと異なる。「ア

キュート」と「引き伸ばし音調」は以下の図式により示すことが出来る。 
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単

数 

主格 χlùo̯p （男性） ȧ́u̯pă （サル） 複数 主格 χlùo̯pjĭ, -pä ȧ́u̯pä 

 属格 χlùo̯pă ȧ́u̯pä, -pă  属格 χlùo̯p, -pȯu̯ ȧ́u̯pȯu̯ 

 与格 χlùo̯pu̇, -pɵjʉ̇  ȧ́u̯pjä, -pɵjʉ̇   与格 χlùo̯pȯu̯m ȧ́u̯pȯu̯m 

 対格 χlùo̯pă ȧ́u̯pą  対格 χlùo̯pȯu̯ ȧ́u̯pä 

 具格 χlùo̯pą ȧ́u̯pȯu̯, -pą  具格 χlùo̯pï, -pmï, 

-pamï 

ȧ́u̯pamï, -pmï 

 位格 χlùo̯pjä ȧ́u̯pjä  位格 χlùo̯pjėχ, -păχ ȧ́u̯păχ 

 呼格 χlùo̯pjä ȧ́u̯pjä 双 数

形 

主格 χlùo̯pă ȧ́u̯pă 

     与 格

具格 

χlùo̯pɵmă ȧ́u̯pɵmă 

 
アキュートを有する例：bḯk, čvjė́rč, dú̇χ, ftǻu̯χ, gřė́χ,́ γlḯd, hû̇bĕl, χlė́v, klḯn, lï̂tĕr, 
mjḯstř, pû̇dĕl, rḯš, smǻrz, tró̇ų̯d, ħï̯l, vjė́řχ, zbó̇u̯n。また、ときには引き伸ばし音調を

有する単語もある：brãt, dẽi̯šč, kãšĕl, rùo̯k, vjãtĕr。女性名詞は引き伸ばし音調を

受ける：bãbă, cẽră, dε̃i̯ză, gą̃bă, jĩybă, ńĩvă, skãla, vjãră, zdrãdă。アキュートを有

する女性名詞は少数である：kvǻrtă, χvjï̂lă, vï̂nă。 
 
4. 2. アクセントパラダイム b 
スラヴ祖語の a. p. ｂは、本来的に語根固定アクセントの単語における non-acute
音調を有する語幹末母音から次の音節にアクセントが推移して生じたパラダイ

ムである。その現象は Dybo の法則として知られる（また Garde 1976, §20 はこ

れを Illič-Svityč の法則と呼んでいる）。したがって、スラヴ祖語における a. p. a
には語幹にアキュートの母音のある単語、a.p. b には語尾にアクセントのある単

語が、また a.p. c には語幹に circumflex 音調をもつ、移動アクセントの単語が

含まれている (Дыбо 1981: 18-19)。 
単音節の名詞や単音節の語根の名詞を除いて、スロヴィンツ語における a.p. b
の名詞はほとんどない。スロヴィンツ語の oxytone アクセントパラダイムがほ

とんど見られないのは、古風な現象 (Kuryłowicz, Garde) か、あるいはイノベー

ション (Stankiewicz) と見なされている (Bethin 1998: 160)。Lorentz (1903: 195) 
によれば、oxytone アクセントの名詞は少数存在する。若干の語根末が軟音で終

わる女性名詞が a.p. b に含まれている。それは ceńǻu̯, cesńåu̯, cečǻu̯, cąžǻu̯, 
Gărnǻu̯, glȯų̯bjǻu̯, grăbjǻu̯, klȯu̯ńǻu̯, plȯu̯ńǻu̯, brăvjé̇ 等である。Lorentz (1903: 256) 
によれば、ceńǻu̯ (日陰) の名詞の曲用パラダイムは以下のようになる： 
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６． ˝ 副次的なアクセント。例：vȕo̯smänǻu̯scä, nǻu̯postavń̋e̯šï 。 
 

3. スラヴ祖語のアクセントパラダイム 

 

印欧祖語アクセントから発展されたスラヴ祖語のアクセント体系は 3 つのアク

セントパラダイム（accent paradigm, 略して a.p.、ロシア語では акцентная 
парадигма 略して а. п.）からなっている。 A.p. a は語根固定アクセント、a.p. b 
は語尾固定アクセントを特徴としている。A.p. c のアクセントは、パラダイム

内の間でアクセントが語幹と語尾の間を移動する。スラブ語の ā-語根の女性名

詞の各アクセントパラダイムは、以下の現代ロシア語の名詞のアクセントに対

応している。   
 

 А.p. а А.p. b А.п. с 
主格 корóва женá рукá 
属格 корóвы жены́ руки́ 
与格 корóве жене́ (руке́) 
対格 корóву жену́ ру́ку 
具格 корóвой жено́й руко́й 
位格 корóве жене́ руке́ 

 
スラヴ祖語のアクセントパラダイムは、アクセントの位置だけではなく、音調

の性格も特徴としていた。A.p. a には acute 語根、a.p. b には neo-acute またはア

クセントを受け取らない語幹を特徴とする。A.p. c は語幹に circumflex を特徴と

する。スラヴ語においては、Meillet 法則によって移動アクセントパラダイムの

語は全て circumflex を特徴とする (cf. Lith. galvà (AP3), Russ. golová, gólovu)。
スラヴ祖語から相続した音調体系は現代南スラヴ語、つまりセルビア語やクロ

アチア語やスロベニア語などに保存されている。A.p. cの特徴は、後接語proclitic
が音節を持てば、アクセントがこの上に後退する（「後退アクセント （recessive 
accent）」とはアクセント論では語頭に向かってアクセントが移動するアクセン

トをいう）。例えば：Russ. на́ голову 。 
 

4. スロヴィンツ語のアクセントパラダイム 

 

4. 1．アクセントパラダイム a 
スロヴィンツ語の a.p. a は以下の単語により示すことが出来る：
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アキュートを有する例：bḯk, čvjė́rč, dú̇χ, ftǻu̯χ, gřė́χ,́ γlḯd, hû̇bĕl, χlė́v, klḯn, lï̂tĕr, 
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によれば、ceńǻu̯ (日陰) の名詞の曲用パラダイムは以下のようになる： 
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スロヴィンツ語の a.p. a は以下の単語により示すことが出来る：



 スロヴィンツ語のアクセント法について 79 

 

 

gol̂vo̧ (acc.) gol̂vy  
golvojò̧ (instr.) golva̋mi  
golvè̌ (loc.) golva̋xъ  
 
スロヴィンツ語における a.p. c は以下のタイプである： 
単数 主格 břė́ǵ  (岸) vùo̯l （雄牛） rą̃kă （手） zìe̯mjă（土） gùo̯sc（客） 

 属格 břìḙgʉ̇ vùo̯lă rą̃ћĭ zìe̯mjä gùo̯scă 

 与格 břìḙgʉ̇ vùo̯lɵju̇ rą̃cä zìe̯mjï gùo̯scu̇, 

-cɵju̇, -ceju̇ 

 対格 břė́ǵ vùo̯lă rą̃ką zìe̯mją gùo̯scă 

 具格 břìḙgą vùo̯lą rą̃kȯu̯ zemjó̇u̯ gùo̯scą 

 位格 břìḙgʉ́̇ volú̇ rą̃cä zìe̯mjï gùo̯scä, 

gɵscú̇ 

 呼格 — vùo̯lä — — gùo̯scu̇ 

複数 主格 břìḙђĭ vùo̯lovjä, -lä rą̃ћĭ zìe̯mjä gùo̯scä 

 属格 břegó̇u̯ voló̇u̯ rą̃k, rą̃kȯu̯ zė́m, zemjó̇u̯ gɵscḯ, -có̇u̯ 

 与格 břegó̇u̯m vùo̯ló̇u̯m rąkó̇u̯m zemjó̇u̯m gɵscó̇u̯m 

 対格 břìḙђĭ vùo̯lä rą̃ћĭ zìe̯mjä gɵscó̇u̯ 

 具格 břegamḯ volamḯ, vùo̯lmï rąkamḯ zemjamḯ gɵscmḯ, 

-camḯ 

 位格 břìḙgăχ volãχ rąkãχ zemjãχ gɵscãχ 

双数形 主格 břìḙgă vùo̯lă 主格-対格: 

rą̃cä 

属格: rąkú̇ 

主格-対格: 

zìe̯mjï 

gùo̯scă 

 与 格 -

具格 

břìḙgɵmă vùo̯lomă, 

vùo̯lmă 

rą̃kȯu̯mă,  zìe̯mjȯu̯mă gùo̯scmă, 

-cɵmă, -cemă

スラヴ祖語と違って、スロヴィンツ語の a.p. c の名詞は、単数において語根固

定アクセントになっている。zemjó̇u̯の具格形や volú̇の処格形は例外である。属

格、与格、具格、位格の複数形は語尾アクセントが見られる。gɵscó̇u̯の複数対

格形は語尾アクセントで、břìḙgăχ の複数位格形は語根アクセントである。
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単数 主格 ceńȧ́u̯ 複数 主格 ceńė́ 

 属格 ceńė́  属格 ceńḯ 

 与格 ceńḯ  与格 ceńó̇u̯m 

 対格 ceńó̇u̯  対格 ceńė́ 

 具格 ceńó̇u̯  具格 ceńamḯ 

 位格 ceńḯ  位格 ceńãχ 

 呼格 — 双数形 主格- 

対格 

ceńḯ 

Kuryłowicz (1952: 16) によれば、スロヴィンツ語の語尾アクセントが存在しな

いのは、最後の音節から前の長母音に、その後、前の短母音に後退した結果で

ある。Garde (1976, §395) によると、それの原因は、Dybo-Illič-Svityč の法則が

働いていないからである注。Kortlandt は Garde の意見に反対している (Kortlandt 
1975: 35)。Kortlandt によると、初期のスロヴィンツ語では Dybo の法則が作用

した。その証拠は a.p. b に含まれている cenáu という名詞である（上の表を参

照せよ）。また、Kortlandt によれば、西スラヴ語群における Dybo の法則が作

用した間接的な確証は můžeš, vůle（チェコ語）、môžeš, vôla（スロバキア語）、stróża
（ポーランド語）という名詞であるという。その名詞は古くは、oxytone アクセ

ントをもっていた (Kortlandt 1975: 37)。 
Lorentz によって示された語尾の固定アクセントを受ける名詞は、スロヴィンツ

語において a.p. b が存在したことの確かな証拠ではない。-ǻu̯語尾及び語尾の前

の軟子音は、この名詞の構造に-ьj-接尾辞が含まれていることを示している。-ьj-
接尾辞は、派生語のアクセントの場所の再分配に影響した。例：ceńǻu̯（日陰） 
← *těnь +ьj, cesńåu̯（狭さ）← *těsknъ+ьj, cečǻu̯ （流れ）← *tekti+ьj, cąžǻu̯ (重
さ) ← *tȩgnǫti+ьj, glȯų̯bjǻu̯ （深さ）← *glybь+ьj. a.p. b の語根は保存されてい

ない。それ故に、スロヴィンツ語において a.p. b は十分に機能していなかった

ようだ。従って、a.p. b は周辺的な現象であると見なされよう。 
 
4.3. アクセントパラダイム c 
Stang (1957: 62) は、スラヴ祖語の a.p. c をもつ、а̄-語幹名詞を次のように再建

している： 
golvà (nom. sg) gol̂vy (nom. gen.) gol̂vě (nom. dual)
golvỳ (gen.) gólvъ golvù 
gol̂vě (dat.) golva̋mъ golva̋ma 
                                                                 
注 Bethin 1998: 160 参照。 
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(1899: 44) によっても比較された。 
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Kortlandt によれば、語尾アクセントの břegamḯ, volamḯ, rąkamḯ, zemjamḯの具格形

はイノベーションとして見られている (Kortlandt 1975: 35)。双数形式は語根ア

クセントである。 
a.p. c の特徴は単語内部のアクセント移動だけではなく、前置詞や否定辞という

後接語にもアクセントが後退することである。名詞から前置詞に後退したアク

セントの例は、以下の参照：dùo̯-brată, dùo̯-čarovńikă, dùo̯-kărčmařă, sìe̯-só̇u̯sadą, 
dùo̯-bjălħĭ, zã-robotą, vẽ-voʒă, nã-lopacă, nã-polă, nãt-polą, vẽ-vїmją, nã-remjeńă, 
vẽ-vjĕs (Lorentz 1903: 223)。 
 

5. 結論 

 

スロヴィンツ語のアクセント体系は a.p. a と a.p. c のアクセントパラダイムに

縮小している。a.p. b は、初期のスロヴィンツ語で語根から語尾に移動したアク

セントの残存物である。そのような 2 類のアクセント体系は、スラヴ語群の中

で特殊な体系であり、西スラブ語群における昔の 3 種類のパラダイムの再分配

の結果である。 
音調はスロヴィンツ語の韻律論の特徴である。スロヴィンツ語の音調はスラヴ

祖語に遡り、南スラヴ語群と同様な特徴をもつ。しかし、スロヴィンツ語の音

調の本質はこれまでのとこるはっきり分かっていない。南スラブ語群のピッチ

アクセントはスラブ祖語のピッチアクセントの体系の残存物で、スロヴィンツ

語のピッチアクセントは二次的な性質である、と推測できる。そのピッチアク

セントはスラブ祖語の分裂の後、つまりレヒト諸語の初期に起こった、と仮定

できる。母音の長さは他の西スラヴ語群と異なっている。チェコ語やスロバキ

ア語の長音は本来的にアクセントの無い音節にも見られるのに対して、スロヴ

ィンツ語の長音は、南スラヴ語群と同様に、本来のアクセントの位置にある。

長音は３モーラまたは 2 モーラの構造があったと仮定されている。 
 

略号 

 

Cz. チェコ語、Lith. リトアニア語、Russ. ロシア語、Sl. スラヴ祖語、a.p. アク

セントパラダイム。 
 

注 

 

1 注 スロヴィンツ語のアキュートとリトアニア語のアキュートは、Mikkola 
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(1899: 44) によっても比較された。 
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はじめに 

 
近年、中国の急速な経済発展にともない、国内の資源開発がかつてない速さ

で進み、それが中国の経済発展を支えてきた。その動きの中、中国北方、西部

に分布する広い草原地域に埋蔵される鉱山資源に対する開発作業がますます勢

いを増している。中国では、農耕地及び牧草地は村の集団的所有権の下に置か

れており、農民及び牧民は土地の利用権のみを持つ。このような中国独特の土

地制度の下で、草原地域における鉱山開発の進行が地域住民や生態環境に複雑

な社会問題をもたらしている。 
本稿では中国の土地制度や経済政策を背景に、草原地域における鉱山開発の

現状を考察し、鉱山会社、政府と地元住民の間に起きた利益葛藤や、それの解

決の可能性について、NIMBY の視点から検討する。 
NIMBY とは、Not In My Back Yard の頭文字をとった略称であり、「自分の裏

庭には不要だ」という意味で、地域環境に悪い影響を与えると思われる公共施

設（迷惑施設）が自分の居住地域に建設されることに反対するという考え方で

ある。恩恵は皆で享受しながらもそこから発生する迷惑が自分たちの地域に及

ぶことには反対するという現象を意味するこの NIMBY という新造語は、単純

でわかりやすい概念であるため、1980 年に作られて以来多分野にわたって便利

に使われてきたが、その概念をめぐり一致した共通了解が未だに定着していな

いのが現状である。 
鈴木氏は、日本における NIMBY 研究を整理した上で、その生まれた背景か

ら大きく二つの流れに分けて述べている。1  一つは「人への烙印としての

NIMBY」であり、これは 1950 年代の欧米におけるノーマライゼーション、つ

まり知的障碍者や身体障害者たちの脱施設化を実現し、彼らを地域コミュニテ

ィーに移行させる際に起きたものである。「異質な」彼らを地域のコミュニティ

82 ダツェンコ イーホル 

парадигм в праславянском. Москва: Наука, 1981. 


